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謹 賀 新 年

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
政
に
対
し
ま
し
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
も
「
日
本
一
し
あ
わ
せ
な
ま
ち
関
市
」
の
実
現
を

目
指
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね
て
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
関
市
の
話
題
が
日
本
全
国
を
賑
わ
し
た
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
関
市
が
誇
る
伝
統
漁
法
「
小
瀬
鵜
飼
」

が
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、「
清
流
長

良
川
の
鮎
」
が
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
と
い
う
栄
誉
を
授

か
り
、
関
市
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が
高
い
評
価
を
う
け

た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
関
市
Ｐ
Ｒ

動
画
「
も
し
も
の
ハ
ナ
シ
」
を
動
画
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、

そ
の
斬
新
な
映
像
が
大
い
に
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
関
市
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
「
名

も
な
き
池
」（
通
称
：
モ
ネ
の
池
）
や
「
関
善
光
寺
の
宝
冠

大
日
如
来
」（
通
称
：
五
郎
丸
ポ
ー
ズ
の
仏
像
）
な
ど
が
評

判
と
な
り
、大
変
多
く
の
観
光
客
に
来
訪
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
関
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、地
域
が
直
面
す
る
「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
」

と
い
う
大
き
な
課
題
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。「
ま
ち
」
の
分
野
で
は
「
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整

備
事
業
」
を
推
進
し
、
将
来
的
に
は
国
内
外
か
ら
来
訪
す

る
観
光
客
の
満
足
度
を
満
た
す
よ
う
な
場
所
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
ひ
と
」
の
分
野
で
は
、
移
住
定

住
政
策
に
重
点
を
置
き
、
若
者
や
子
育
て
世
代
に
関
市
を

選
ん
で
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。「
し
ご
と
」

の
分
野
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
る
若
手
起
業
家
へ
の

応
援
や
、
既
存
の
中
小
企
業
の
経
営
改
善
に
対
す
る
支
援

を
担
う
「
関
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
：

S
e
k
i

‐

B
i
z
）」
を
設
立
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
春
の
門
出
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

も
っ
と
し
あ
わ
せ
日
本
一
を
め
ざ
し
て

関
市
長
　
尾
関
健
治
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謹 賀 新 年

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た

平
成
28
年
の
新
春
を
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
市
政
の
発
展
と
議
会
運
営
な
ら
び
に
活
動

に
対
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
回
復
の
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
依

然
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明
感
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も

今
年
は
、
市
民
の
皆
様
が
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
年
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
が

進
行
す
る
中
、
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
て
自

律
的
で
、
持
続
可
能
な
社
会
を
か
た
ち
づ
く
る
た
め
、
地

方
の
創
生
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
市
を
取
り
巻
く
課
題
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

地
域
の
活
性
化
、
産
業
振
興
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
な
ど
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
人
々
が
安
心
し
て
生
活
を

営
み
、
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会
環
境
を
作
り
出
し
、

活
力
に
あ
ふ
れ
る
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
本
市
の
さ

ら
な
る
発
展
と
市
民
の
皆
様
方
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
執
行
部
と
連
携
し
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
合
併
10
年
目
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
市

議
会
選
挙
が
大
選
挙
区
で
行
わ
れ
、
23
人
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
市
民
に
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や

政
策
立
案
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
輝
か
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
を

関
市
議
会
議
長
　
西
部
雅
之
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月

で　

き　

ご　

と

１

う
ま
い
仏
〜
円
空
が
眠
る
ま
ち
・
岐
阜
県
関
市
の
現
代
ア
ー
ト
展
〜

２

都
市
計
画
道
路
「
東
本
郷
鋳
物
師
屋
線
」
一
部
区
間
開
通

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会　

関
市
で
開
催

３

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
老
人
福
祉
計
画
策
定

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
「
せ
き
っ
こ　

す
く
す
く　

な
び
」
発
行

小
瀬
鵜
飼
が
「
長
良
川
の
鵜
飼
漁
の
技
術
」
と
し
て
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定

桜
ケ
丘
小
学
校　

サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

選
手
権
大
会
ボ
ウ
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
１
位
に

関
の
読
書
推
進
イ
ベ
ン
ト
「
ほ
ん
の
い
っ
せ
き
」
開
催

４

板
取
め
ば
え
保
育
園
が
板
取
小
学
校
へ
複
合
化
移
転

移
住
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
ラ
・
ラ
・
ラ
イ
フ
」
開
始

児
童
発
達
支
援
施
設
「
西
親
子
教
室
」
が
武
芸
川
事
務
所
内
に
開
所

関
市
総
合
福
祉
会
館
内
に
関
市
生
活
支
援
相
談
室
を
開
設

県
議
会
議
員
選
挙　

12
年
ぶ
り
の
選
挙
戦

中
池
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
に
カ
フ
ェ
「
ほ
ん
わ
か
」
オ
ー
プ
ン

市
議
会
議
員
選
挙　

大
選
挙
区
で
実
施

５

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
展
ｉ
ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
２
０
１
５
を
開
催

全国鵜飼サミット関大会、

さかなクン講演会（7月）

▲

▲

東本郷鋳物師屋線一部開通（2月）

▲円空シンポジウム（8月）

▲

板取めばえ保育園が板取小学校へ複合化移転（4月）

▲

▲小瀬鵜飼　国の重要無形民俗文化財指定（3月）

▲円空シンポジウム（8月）
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6
「
保
護
観
察
対
象
者
等
の
就
労
支
援
に
関
す
る
協
定
」
締
結

７
「
関
市
の
水
道
水
」
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
品
化

関
市
消
防
団　

総
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

関
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行

第
21
回
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
関
大
会
を
開
催

８

関
商
工
高
等
学
校　

各
部
活
動
全
国
大
会
出
場
（
年
間
を
通
し
て
）

洞
戸
円
空
記
念
館
開
館
20
周
年
記
念
「
円
空
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

関
市
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
第
１
号
贈
呈
式

「
い
じ
め
防
止
対
策
看
板
の
設
置
に
関
す
る
協
定
」
締
結

「
関
の
工
場
参
観
日
」
開
催

９

関
市
長
選　

現
職
が
再
選

地
方
創
生　

三
市（
関
市
・
美
濃
加
茂
市
・
各
務
原
市
）連
携
協
定
締
結

関
市
重
要
文
化
財
指
定
（
日
本
刀
保
持
者 

尾
川
光
敏
さ
ん
、
刀
剣
柄

巻
保
持
者 

遠
山
康
男
さ
ん
）

10

第
3
回
高
齢
者
等
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
締
結

家
庭
ご
み
有
料
化
を
議
決

板
取
「
名
も
な
き
池
（
通
称
モ
ネ
の
池
）」・
関
善
光
寺
「
宝
冠
大
日

如
来
像
（
通
称
五
郎
丸
ポ
ー
ズ
の
仏
像
）」
が
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

関
市
Ｐ
Ｒ
動
画
「
も
し
も
の
ハ
ナ
シ
」
制
作
・
リ
リ
ー
ス

景
観
計
画
の
策
定
、
景
観
条
例
の
運
用
開
始

関
市
ふ
る
さ
と
納
税　

関
市
×
美
濃
加
茂
市
×
岐
阜
高
島
屋
コ
ラ
ボ
企
画

曽
代
用
水
が
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

11

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
通
知
カ
ー
ド
送
付

地
方
創
生　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
開
始

選
挙
管
理
委
員
会
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
「
優
秀
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

賞
」
を
受
賞

一
般
社
団
法
人
関
市
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構
を
設
立

12

清
流
長
良
川
の
鮎　

世
界
農
業
遺
産
認
定

▲宝冠大日如来像（五郎丸ポーズの仏像）に
　関商工ラグビー部　必勝祈願（11 月）

▲

地方創生・３市（関市・美濃加茂市・各務原市）

　広域連携協定に調印（9 月）

▲

清流長良川の鮎　世界農業遺産認定（12 月）

▲ 名もなき池（モネの池）が人気スポットに（10 月）
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世
界
農
業
遺
産
認
定 

世
界
農
業
遺
産
認
定 

県庁用：縦２５ｍ×横３．５ｍ 総合庁舎用：縦８ｍ×横１ｍ 

県庁  
庁舎北向き 

県庁  
庁舎東向き 

世
界
農
業
遺
産
認
定 

のぼり 

　平成27年1月に、清流長良川の農林水産業推進協議会（会長 玉田和浩長良川

漁業対策協議会会長）から、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）に対して、世界農業

遺産の認定申請をした「清流長良川の鮎～里川における人と鮎のつながり～」は、

12月15日、イタリア・ローマのＦＡＯ本部にて開催された「ＧＩＡＨＳ運営・科学合

同委員会」において、世界農業遺産として認定されました。

　世界農業遺産は、ＧＩＡＨＳ（世界重要農業遺産システム）と呼ばれ、社会や環

境に適応しながら、長い間、次世代にわたり形づくられてきた農業上の土地利用、

伝統的な農林水産業と、それに関わって育まれた文化・景観・生物の多様性など

が一体となった、世界的に重要な農林水産業システムを、国連食糧農業機関が認

定する仕組みです。２０１４年までに、13カ国31地域が認定されており、日本では

２０１１年に新潟県佐渡地域と石川県能登地域が、２０１３年に静岡県掛川周辺地

域、熊本県阿蘇地域および大分県国東地域の５地域が認定されており、今回３地

域が新たに認定されたことで、国内での世界農業遺産は８地域となりました。　

【取り組みの経過】

平成26年  7月24日
　　　　7月28日
　　　10月31日

平成27年  1月   9日
　　　5月25,26日

8月29日
12月15日

清流長良川の農林水産業推進協議会の設立
農林水産省へ申請書提出
農林水産省によるＦＡＯ認定申請（国内候補）承認
ＦＡＯへ認定申請書提出
ＦＡＯによる現地調査（関市では、曽代用水と小瀬鵜飼を調査）

世界農業遺産国際シンポジウム開催
世界農業遺産として認定

　これまで、世界農業遺産への認定に向けては、岐阜県、長良川上中流域の

４市（関市・岐阜市・美濃市・郡上市）および流域の農林水産業関係団体が協

力して取り組んできました。今後は認定を契機とした世界農業遺産の活用と、

地域のさまざまな関係者によって取りまとめられた、世界農業遺産の保全と

持続的な活用のための具体的な行動計画であるアクションプランに基づき、

農業・農村振興施策を推進するとともに、伝統的な農業・農法や豊かな生物

多様性などを次世代に確実に継承していくため、地域の価値を向上していく

ことが重要となります。

　また、さまざまな活動によって

「鮎」「小瀬鵜飼」をはじめ、長

良川の水から恩恵を受けている

米や野菜などの農林産物も、「長

良川ブランド」として高付加価値

化が図られることが期待されて

います。
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　10月12日から16日まで、フランスのモンペリエ市にて開催された「国際かんがい

排水委員会」において、世界かんがい施設遺産の登録施設の発表があり、曽代用水

（関市・美濃市）が、新たに世界かんがい施設遺産として登録され、11月26日には、

農林水産省にて登録証の伝達式が開催されました。

　世界かんがい施設遺産は、かんがいの歴史と発展を明らかにし、かんがい施設の

適切な保全に資するために、歴史的なかんがい施設を国際かんがい排水委員会が

登録・表彰する制度で、２０１４年から取り組みが始まり、世界で５カ国25施設、日本

では13施設が登録されています。登録基準は、建設から１００年以上経過している

かんがい施設であることのほか、かんがい農業の画期的な発展や食料増産に資する

もの、構想、規模などが当時としては先進的なもので、卓越した技術であったものな

どの基準を満たす施設であることが必要となっています。

　この登録により、かんがい施設の持続的な活用と保全、教育機会の提供、維持管

理に関する意識向上によって、かんがい施設を核とした地域づくりに寄与することが

期待されております。

　複数の藩の領地が入り混じる地域において、藩の主導ではなく、喜田吉右衛門、

林幽閑、柴山伊兵衛が私財を投じ、関係農民相互の話し合いにより、４年もの歳月

をかけ、水路建設を実現。硬い岩盤は、たがねとノミで掘削し、関市・美濃市を水田

地帯へと発展させました。

【曽代用水の概要】

■供用開始　１６６９年
■受益面積　９２９ha
■管  理  者　曽代用水土地改良区　

曽
代
用
水
が

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

　平成 27 年度世界かんがい施設遺産登録証伝達式
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　平成28年４月１日から家庭ごみの有料化がスタートします。

　家庭から出る、燃やせるごみの約35～40％は“生ごみ”と言われています。

　関市では次の制度で、家庭の生ごみの減量を応援します。

　家庭内での生ごみのリサイクルと、庭木の剪定くずなどの有効利用を促進するため、生ごみたい肥化装置および

ガーデンシュレッダーの購入費を一部補助します。

　平成26年７月１日から、関市型ダンボールコンポストの販売を始めています。平成27年

７月１日からは、セット内容を見直した「newグリーンダンボくん」を販売しています。

　ダンボールコンポストは家庭から出る生ごみを、母材の入ったダンボール箱の中に入れ、

微生物の力を借りて「たい肥化」することで、生ごみの減量化につながります。

始めませんか？ごみ減量
～家庭から出る生ごみの減量を応援します～

生ごみたい肥化装置等購入補助制度

関市型ダンボールコンポスト「newグリーンダンボくん」

照会先 生活環境課　☎ 23-6733

種類
電気式

生ごみたい肥化装置

※画像はイメージです。

非電気式
生ごみたい肥化容器

（コンポスト）

※画像はイメージです。

小枝落葉等粉砕機
（ガーデンシュレッダー）

※画像はイメージです。

補助額
購入金額の１／２以内

（100円未満切り捨て）

補助限度額　25,000円

購入金額の１／２以内
（100円未満切り捨て）

補助限度額　1基につき5,000円

購入金額の１／２以内
（100円未満切り捨て）

補助限度額　20,000円

補助基数 １世帯１基まで １世帯２基まで １世帯１基まで

買い替え 補助金交付から５年を経過して買い替えた場合は、再度補助を受けることができます。

■対 象 者　　市内に住所を有する世帯の世帯主
■申請方法　　専用の申請書および請求書に必要事項を記入、押印の上、次の書類を添付して、生活環境課
　　　　　　　または各地域事務所の窓口で申請してください。
　　　　　　　※申請書と請求書は市ホームページからでも入手できます。
■添付書類　　①領収書、②メーカー、型番の分かるもの（カタログなど）

■対 象 者　市内に住所を有する方

■販売価格　１セット200円　※2セットまで

■セット内容

　・器材（ダンボール製）…本体、ふた、脚　・母材…腐葉土＋くん炭

　・手作り虫よけ布キャップ　・取扱説明書、アンケート用紙

■販売場所　　

　・生活環境課窓口

　・JAめぐみの　※下記の市内4店舗

　（田原支店、せき金竜支店、洞戸支店、関農業サポートセンター津保川営業所）

　・NPO法人ふれあいマーケット楽市楽座（関善光寺　茶所「宗久庵」内）



◆このほか、関市では次のような取り組みも行っています・・・

　ごみの散乱防止、まちの環境および美観の向上を促

進することを目的に、自治会などがごみステーションを

整備する事業に、補助金を交付しています。事業実施

前に申請が必要です。

ごみ集積場整備事業補助金
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　小型家電に含まれる

貴金属やレアメタルな

どの限りある資源を有

効活用するため、家庭

での使用済み小型家

電65品目について、オ

レンジ色の回収ボック

スを設置、無料回収し

ています。

使用済み小型家電のリサイクル

「まずは家庭から、
　始めてみませんか？」

※モデル例■設置場所

　生活環境課、西部支所、各地域事務所、木村メタル

　産業株式会社（のぞみヶ丘）

■回収できるサイズ

　縦15㎝未満、横40㎝未満、奥行30㎝未満

■回収できる家電

　携帯電話、ノートパソコン、デジタルカメラなどの小

　型家電65品目

　※詳しくは、ごみ収集カレンダーの最下部、または

　　市ホームページをご覧ください。

■対象

　市内の自治会または市民による住民自治組織が

　実施する事業で、費用が１万円以上のもの

■補助内容

　事業に要した費用の２分の１の額

　（補助限度額：１カ所につき20万円）

　※申請書類など、詳しくはお問い合わせください。

■照会先

　清掃事務所（下有知5488-6　☎22-0314）

「家庭で出た生ごみを、ただ捨てるだけではなく、ちょっと一手間

かけることで、肥料として再利用できるのが、このグリーンダンボ

くんです。微生物の力を借りて分解するので、暖かくなる春から始

めるのがベストです。

　もちろん冬場でも毛布をかけたり、日向に置いたりして利用で

きますよ。また、米ぬかや古くなった食用油などを入れると、ダン

ボール内の温度が上がり、微生物の動きが活発になります。

　ポイントは空気を入れるために、毎日混ぜ返すことです。そして

使用したスコップは、ハエが卵を産みつけないよう、ダンボール箱

の中に入れたままにしてください。

広瀬 紅美子さん（環境ネットせき）

～グリーンダンボくん開発者のひとり～

　できあがったものは最高の肥料となります。こんなすてきな再利用はないと思います。そして何より、

一番のメリットは、ごみ袋の使用枚数が減ることと、軽くなってごみ出しが楽になることです。ダンボール

コンポストは誰でも簡単に始められます。また、親子で取り組めば、立派な環境教育にもなりますよ。」
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担当課 主な手続き 具体的な内容
市民課

☎ 23-7700 氏名・住所などの異動 ●転入、転出、転居、氏名変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   など

国保年金課
☎ 23-7701

国民健康保険の資格取得・
（喪失）

●転入、転出、転居、世帯主の変更、氏名の変更の届出
●職場の健康保険をやめたとき（加入したとき）　　　　　　　　　　　   など

国民健康保険の給付
●高額療養費、療養費、高額介護合算療養費、移送費、出産一時金、葬祭費
●第三者行為による被害届　●限度額適用・標準負担額減額認定
●特定疾病療養受療証の申請　●食事療養費標準負担額減額差額支給　  など

国民健康保険税 ●保険税の減額・免除申請、徴収猶予申請（医療費の一部負担金減免含む）
●非自発的失業者（倒産や解雇等）を対象とした保険税の軽減申請　　　   など

その他の届出 ●高齢受給者証一部負担金割合の変更申請　●保険証の再発行　　　　   など

税務課
☎ 23-8893

軽自動車税 ●軽自動車税減免                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   など

個人市県民税 ●個人市県民税申告書（マイナンバーの記載はH28年分の申告からです。）
●個人市県民税減免　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   など

法人市民税
●確定、予定（中間）、修正申告書（H28.1.1以後に開始する事業年分から）
●更正の請求書（H28.1.1以後の請求から）
●減免申請書（H28.1.1以後の申請から）　　　　　　　　　　　　　　　 など

固定資産税
●非課税に関する申告　●納税管理人の申請　●減免申請　●住宅用地の申告
●被災住宅用地の申告　●償却資産に関する申告
●新築住宅等に対する減免適用に係る申告　　　　　　　　　　　　　　など

子ども家庭課
☎ 23-7733

児童扶養手当 ●児童扶養手当の認定請求、現況届、変更届　　　　　　　　　　  　　　など
特別児童扶養手当 ●特別児童扶養手当の認定請求、現況届、変更届　　　　　　　 　 　　　など
児童手当・特例給付 ●児童手当・特例給付の認定請求、現況届、変更届　　　　　   　　　　　など
保育園などに関する手続き ●入園申込、支給認定申請、現況届、変更届　　　　　　   　　　　　　　など

高齢福祉課
☎ 23-8993

後期高齢者医療の資格取得
（喪失） ●転入、転出、転居、世帯主の変更、氏名の変更の届出　　　　　　　　　  など

後期高齢者医療保険の給付 ●高額療養費、療養費、高額介護合算療養費、移送費の支給
●限度額適用認定の申請、特定疾病認定の申請　　　　　　　　　　　　 など

後期高齢者医療保険
その他 ●住所、氏名などの変更があったとき　●基準収入額適用の申請                    など

介護保険の資格取得（喪失） ●転入、転出、転居、世帯主の変更、氏名の変更の届出　　　　　　　 　　など
要介護・要支援認定 ●要介護・要支援の認定を受けたいとき　　　　　　　　　　　　　 　　など

介護保険の給付 ●高額介護サービス費、高額介護合算療養費の支給
●負担限度額認定の申請　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　など

介護保険　その他 ●保険料の減免・徴収猶予申請　●住所氏名などの変更があったとき　       など

福祉政策課
☎ 23-9032

障がい福祉サービス
（児・者）

●障がい（児・者）福祉サービス　●移動支援事業　●日中一時支援事業
●日常生活用具　●補装具
●軽度・中等度難聴児補聴器購入費助成　　　　　　　　　　　　　　　など

福祉手当 ●特別障がい者手当・障がい児福祉手当の認定請求・現況届　　　　　　   など
障がい者手帳 ●身体障がい者手帳（新規・更新など）　●精神障がい者保健福祉手帳　  など
生活保護 ●生活保護の手続き　　　  　   　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

福祉医療費
●子ども医療費、重度心身障がい者医療費、母子・父子家庭等医療費受給者証
　交付申請（転入・更新を含む）
●精神科病院入院者１／２助成受給者証の交付申請　　　　　　　　　　 など

戦没者特別弔慰金など ●戦没者特別弔慰金　　    　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など
都市計画課
☎ 23-8121

市営住宅
（特定公共賃貸住宅を含む）

●市営住宅への入居申し込み　・同居者の異動、同居承認
●入居者の入居承継許可の手続き　・家賃額の決定、減額　　　　　  　　など

保健センター
☎ 24-0111

養育医療 ●養育医療の給付（支給）申請　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  など
妊娠の届出 ●妊娠の届出　●母子健康手帳の交付　　　　　　　　　　　　　　　   など

平成２８年１月から、市役所での以下の手続きには、マイナンバー（通知カード・個人番号
カード）が必要となります

始まります、マイナンバー
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カードの種類 本人確認書類
通知カード 写真付きの場合 …　いずれか１点

　運転免許証、運転経歴証明書、パスポート、障がい者手帳、在留カード、特別永住者証明書
写真がない場合 …　いずれか２点以上
　健康保険証、介護保険証、年金手帳、児童扶養手当証書、特別児童扶養手当証書
　氏名と住所もしくは生年月日が記載されたものの内、適当と認めるもの

個人番号カード
個人番号カードは、このカードのみで個人番号と本人確認の両方が可能です。
※個人番号カードは、希望する方が申請する事により発行されるものです。
※個人番号カードは、平成２８年１月から順次交付されます。

署名用電子証明書
英数字６文字以上１６文字以下で設定できます。
英字は大文字のAからZまで、数字は０から９まで利用でき、いずれも１つ以上必要です。

利用者証明用電子証明書
住民基本台帳

券面事項入力補助用

数字４桁
左の３つの項目に対し、同じ暗証番号を設定することも可能です。

休日

2月  7日（日）

  9：00～ 12：00

個人番号・通知カードの交付
住民異動・住民票や戸籍などの証明書の発行3月  6日（日）

1月30日（土）
個人番号・通知カードの交付のみです。
※住民異動の手続きや住民票・戸籍などの証明書
　の発行はできません。

2月20日（土）
3月12日（土）

夜間 2～3月の木曜日 19：00まで

手続の際は、本人確認書類が必要です

個人番号カードの受け取り方法を紹介します

通知カードで申請などの手続きをする際には、本人確認書類を一緒に持参してください。

☆市民課では夜間・休日開庁を行います☆

住民票の住所に通知カードとともに届いた個人番号カード交付申請書を使用して、郵送またはスマート
フォンやパソコンによるWEB申請を行うと、交付通知書（はがき）が自宅に届きます。

必要なものを持参の上、必ず本人が窓口にお越しください。
交付場所は、交付通知書（はがき）に記載されています。
交付場所の変更（例：市民課→地域事務所・西部支所）は３日前までにご連絡ください。

交付窓口で暗証番号を設定しますので、暗証番号はあらかじめ考えておいてください。
※簡単な数字の並びや生年月日など憶測されやすいものを登録しないでください。

必要なもの
　交付通知書（はがき）、通知カード、本人確認書類　、住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
本人確認書類とは…
　運転免許証、パスポート、障がい者手帳、在留カード などの写真付きの場合は１点
　健康保険証、年金手帳、学生証、介護保険証、預金通帳　など（氏名と住所または生年月日が記載のもの）の
　場合は２点以上

◆照会先　カードに関すること＝市民課☎ 23-7700　　制度全般に関すること＝企画政策課☎ 23-7014
　　　　　マイナンバー総合フリーダイヤル＝ ☎ 0120-95-0178



　せき＊ミリオンウオーキング手帳

　空き家見学会の様子

　関市ＰＲ動画「もしものハナシ」

12

　市では、「もっとしあわせ日本一！」をめざして、市民のまちづくりへの意識などを把握し、
政策へ反映することを目的とした市民アンケート調査（まちづくり通信簿）を毎年実施して
います。お手元にアンケートが届きましたら、調査へのご協力をお願いします。

　この調査の結果など、市民の声が市政に反映されています。

幸福感を判断する際に重視したことは、
すべての年代で「健康であること」が№1！

空き家が増えて、地域の活気が
どんどん無くなっちゃうわ…

魅力のある関市をもっと全国に
アピールしてほしいな！

みんなで楽しみながら
健康づくりに取り組める

「しあわせヘルスプロ
ジェクト」を始めたよ

関市に移住したいと
思っている若者に、
空き家の現地説明会
を始めたよ

◆調査期間／１月中旬予定
◆調査対象／平成２８年１月１日現在、関市に居住している１８歳以上の市民の方
                              ３，０００人(無作為抽出)

ユーモアたっぷりの
動画を作って「刃物
のまち関」を世界中
に知ってもらったよ

アンケート結果の活用や過去の結果など、詳細は市ホームページをご覧ください。
URL：http://www.city.seki.lg.jp/0000007521.html

健康

地域
振興

観光

■皆さんの声が、関市のまちづくりに活かされます！

市民アンケート調査

～せきのまちづくり通信簿～
        にご協力ください

照会先 企画政策課　☎ 23-7014

例えば・・・

広報せき 2016.01
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▷何をするの？
　「せき行財政改革アクションプラン」が計画どおりに進められているかを外部の視点か
　ら確認し、さまざまな立場から意見や助言を行うことで、進捗状況や取組内容を審議し
　ながら改革の方向が正しいかを委員の目で厳しくチェックします。
▷どのような人たちなの？
　審議会委員は、公募で選ばれた「市民」、市内で活動する「市民団体の代表」、大学や民
　間から「学識経験のある方」が選ばれており、それぞれ自分の仕事を持ちながら務めて
　いただきます。

第3回関市行政改革推進審議会
・平成２７年１０月１日開催
行財政改革に関係のある公共施設を視察し、委員自らの
目で課題や現状について調査しました。
＜視察先＞
・関市立篠田桃紅美術空間
・武芸川温泉ゆとりの湯
・武芸川老人福祉センター

　本年度からスタートしたアクションプランは、平成29年度までの3年間で進めていきますが、この計画には
市民の皆さんにご協力をお願いする改革もあります。関市の将来を担う子どもたちに、ツケを回さないために
も、目の前にある問題や課題を解決し、市民の皆さんと一緒になって、「日本一しあわせなまち関市」の実現に
向かって改革を進めてまいりますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。

主な取り組み内容
・平成27年8月5日開催
「関市地域女性の会連合会」の皆さんと勉強会
・平成27年10月5日開催
「市政見学×行財政改革」バスツアー（公共施設の見学）
・平成27年10月20日開催
子育て支援センター「ははこぐさ」を利用する皆さんと勉強会

◆名称　関市行政改革推進審議会
◆構成　15人（会長、副会長、委員13人）
◆任期　H27〜29年度（3年間）

岩
いわ

﨑
さき

 大
だい

介
すけ

　会長
（朝日大学経営学部長）

「関市立篠田桃紅美術空間の現状」について説明

「武芸川温泉の民間譲渡」について説明

　関市は、刃物の生産者として分業の工夫をこらすだけでなく、往来する消費地の人々の知恵や経験を
も偏見なく傾聴することで、800年近く生き残って地域ブランドを創り上げてきた全国でも珍しいまちで
す。この市民の遺伝子を活かせば、行財政改革をより実のある、未来への布石とできるはずです。地元で
志を持ち、行動する人 と々知恵を絞りつつ、市の取り組みを厳しく見守り、共感を持ってサポートしてい
ければと思います。

「行政改革推進審議会」とは

審議会の様子

おわりに

市民参加型の行財政改革の取り組み

5回連載　Vol.5（最終号）

48の改革で
V字回復を目指します！

せ
Seki

き行財政改革
   ア

Action

クションプ
Plan

ラン  始動！

◆照会先　秘書広報課　☎23―7710

せ
Seki

き行財政改革
   ア

Action

クションプ
Plan

ラン  始動！

岩﨑会長からのメッセージ　　
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先 
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９
３
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２
月
16
日
（
火
）
か
ら
、
市
県
民
税
の

申
告
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
市
役
所
、

洞
戸
、
板
取
、
武
芸
川
、
武
儀
、
上
之
保

の
各
地
域
事
務
所
で
受
付
し
ま
す
。
申
告

期
間
に
入
る
前
に
、
必
要
な
書
類
が
そ
ろ

っ
て
い
る
か
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
は
お
そ
ろ
い
で
す
か
？
】

申
告
受
付
時
に
準
備
い
た
だ
く
も
の
（
主

な
も
の
）

○
所
得
が
わ
か
る
も
の

・
給
与
、
公
的
年
金
、
企
業
年
金
な
ど
の

　

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

・
事
業
（
農
業
・
営
業
）
所
得
、
不
動
産

　

所
得
が
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
な
ど

○
所
得
か
ら
の
控
除
内
容
が
わ
か
る
も
の

・
医
療
費
の
領
収
書

・
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保

　

険
料
な
ど
の
保
険
料
払
込
証
明
書

・
障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象

　

者
認
定
書

・
寄
附
金
受
領
証
明
書
（
寄
附
金
控
除
の

　

申
告
を
さ
れ
る
場
合
）

【
事
前
に
計
算
が
必
要
で
す
】

　

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
医
療
費
の
領
収
書
の
合
計
額
の
集
計

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
所
得
、
事
業
所
得
の
あ
る
人
、
土

地
や
建
物
を
貸
し
て
い
る
な
ど
不
動
産
所

得
が
あ
る
人
は
、収
入
や
経
費
を
確
認
後
、

収
支
計
算
を
済
ま
し
た
上
で
、
申
告
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
申
告
受
付
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ
】

　

関
地
域
の
西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

田
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
富
野
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
の
申
告
受
付
は
午
前
中
の

み
（
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
）
に

変
更
し
ま
す
。

　

受
付
日
は
広
報
せ
き
２
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
こ
の
３
会
場
で
の
申
告
受
付
は
、
今
回

を
も
っ
て
廃
止
い
た
し
ま
す
。

市
県
民
税
、
所
得
税
の
確
定
申
告

２
月
１６
日
（
火
）
～
３
月
１５
日
（
火
）

スポーツ推進課　☎ 23 ー 7766　 23 ー 7765照会先

■
規
制
日
　
１
月
17
日（
日
）

■
規
制
内
容
　
区
間
全
面
車
両
通
行
止
め（
①
〜
⑨
）

　
　
　
　
　
　 
区
間
片
側
交
互
通
行（
⑩
）

■
規
制
時
間
と
規
制
区
間

※
規
制
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
①
E
地
点
か
ら
諏
訪
神
社
前
交
差
点
ま
で

▽
②
E
地
点
か
ら
F
地
点
ま
で

▽
③
D
地
点
か
ら
E
地
点
ま
で

▽
④
Ｃ
地
点
か
ら
Ｆ
地
点
ま
で

▽
⑩
Ｃ
地
点
か
ら
D
地
点
ま
で

※
規
制
時
間
：
午
前
10
時
〜
10
時
45
分

▽
⑤
F
地
点
か
ら
諏
訪
神
社
前
交
差
点
ま
で

▽
⑥
諏
訪
神
社
前
交
差
点
か
ら
Ａ
地
点
ま
で

▽
⑦
Ａ
地
点
か
ら
Ｂ
地
点
ま
で

▽
⑧
Ｂ
地
点
か
ら
Ｃ
地
点
ま
で（
吉
田
川
沿

い
西
側
道
）

▽
⑨
塔
ノ
洞
信
号
交
差
点
か
ら
黒
屋
信
号
交

差
点
ま
で

　
（
左
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）安桜山

関
市
役
所
前

関

駅伝の走路
午前10時～11時30分（①～④） ①

②

⑧

⑨

⑩
④

A B

CF

E

D

⑤

⑥

⑦

午前10時～10時45分（⑤～⑨）

コース略図および交通規制図
中池公園
スタート
ゴール

諏訪神社

吉
田
川

わ
か
く
さ

プ
ラ
ザ

市
役
所

コンビニ

中
池片側交互通行 午前10時～11時30分（⑩）

③

広報せき 2016.01
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勤
労
感
謝
の
日
の
平
成
27
年
11
月
23
日
、

ア
ピ
セ
・
関
に
お
い
て
「
関
市
勤
労
感
謝
祭
」

を
開
催
し
、
商
工
業
永
年
勤
続
優
良
従
業
員

４
４
４
人
と
、
卓
越
技
能
者
２
人
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
は
、
長
年
、

同
じ
事
業
所
に
勤
務
し
、
他
の
従
業
員
の
模

範
と
な
る
方
を
、
卓
越
技
能
者
表
彰
は
、
長

年
に
わ
た
り
卓
越
し
た
技
能
を
も
っ
て
市
の

産
業
の
発
展
と
伝
統
技
能
の
伝
承
に
貢
献
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
業
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
（
35

年
勤
続
以
上
）
お
よ
び
卓
越
技
能
者
表
彰
さ

れ
た
方
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

  ［
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
］

【
50
年
勤
続
】

▽
㈱
ス
ミ
カ
マ
＝
伊
藤
徳
雄　

▽
㈱
ナ
ガ
セ

イ
ン
テ
グ
レ
ッ
ク
ス
＝
波
多
野
義
信　

▽
鍋

屋
バ
イ
テ
ッ
ク
㈱
＝
古
川
司
朗　

【
45
年
勤
続
】

▽
関
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱
＝
末
松
盛
行　

▽
㈱
関
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
＝
土
屋
貞
由　

▽
㈱

ト
ー
ヨ
ー
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
イ
ル
＝
片
桐
義
之

▽
鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
㈱
＝
藤
田
信
太
郎　
　

▽
㈱
野
田
建
設
＝
吉
田
道
雄　

▽
フ
ェ
ザ
ー

安
全
剃
刀
㈱
＝
後
藤
省
三　

▽
三
星
刃
物
㈱

＝
梅
田
文
博
、
溝
口
邦
彦　

【
40
年
勤
続
】

▽
カ
ト
ー
段
ボ
ー
ル
㈱
＝
簱
国
彦　

▽
河
上

薬
品
商
事
㈱
＝
中
山
博
子　

▽
㈱
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
関
工
場
＝
長
谷
部
良
幸　

▽
光
和
工
業

㈱
＝
石
原
慶
治　

▽
㈱
ス
ミ
カ
マ
＝
早
川
寛

▽
青
協
建
設
㈱
＝
遠
藤
博　

▽
セ
イ
ノ
ー
エ

ス
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
＝
長
瀬
功　

▽
㈱

ト
ー
ヨ
ー
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
イ
ル
＝
後
藤
克
幸

▽
鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
㈱
＝
岩
見
勝
昭
、
梅
村

武
、
後
藤
好
和
、
須
田
鉱
一　

▽
ニ
ッ
ケ
ン

刃
物
㈱
＝
増
田
英
雄　

▽
林
刃
物
㈱
＝
澤
田

裕　

▽
福
田
刃
物
工
業
㈱
＝
上
原
春
則　
　

▽
ミ
ソ
ノ
刃
物
㈱
＝
太
田
良
成　

▽
山
口
鍍

金
工
業
㈱
＝
山
田
清
高

【
35
年
勤
続
】

▽
ア
テ
ナ
工
業
㈱
＝
佐
藤
繁
、
村
橋
芳
昭　

▽
カ
ト
ー
段
ボ
ー
ル
㈱
＝
金
山
強
司　

▽
㈱

北
正
＝
村
井
岳
司　

▽
㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト
＝

酒
井
政
則　

▽
関
商
工
会
議
所
＝
松
田
英
俊

▽
関
信
用
金
庫
＝
石
木
俊
示
、
藤
井
聡　
　

▽
㈱
ト
ー
ヨ
ー
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
イ
ル
＝
松
ヶ

﨑
道
浩　

▽
鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
㈱
＝
水
川
昌

樹
、
山
田
俊
之　

▽
濃
飛
西
濃
運
輸
㈱
＝
西

部
崇
、
山
本
達
也　

▽
㈱
野
田
建
設
＝
岩
本

明
寛
、
森
田
師
彦　

▽
フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃
刀

㈱
＝
川
崎
惠
美
子
、
河
村
久
利
子
、
小
寺
恵

子
、
坂
本
鉄
明
、
佐
藤
由
美
子
、
長
谷
川
恵
、

三
輪
勝
秋　

▽
福
田
刃
物
工
業
㈱
＝
古
田
武

保
、
松
島
繁
雄　

▽
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
関
工

場
＝
相
澤
章
浩　

▽
㈱
マ
サ
ヒ
ロ
＝
野
村　

弘
司　

▽
三
星
刃
物
㈱
＝
大
久
保
啓
子　
　

▽
山
口
鍍
金
工
業
㈱
＝
金
子
博
義　
　
　
　

　
　
　

  ［
卓
越
技
能
者
］

河
合
定
彦（
鋸
目
立
工
）

辰
田
勇
司（
刃
物
製
造
工
）

◆
照
会
先

　

関
商
工
会
議
所
（
☎
22
―
2
2
6
6
）

　

商
工
課
（
☎
23
―
6
7
5
2
）

１　認定の要件 ２　適用税目と期間

　次の要件の全てを満たす、知事の認定を受けた法人
（資本金もしくは出資金が１億円以下）または個人。

○法人事業税
　平成28年4月1日から平成30年3月31日までの間に終了する
　各事業年度

(1)県内に事業所などを有し、かつ当該事業所などの全て
　が、市町村が定める「消防団協力事業所表示制度」の
　表示証の交付を受けていること。

○個人事業税
　平成29～30年度（平成28年～29年の所得に対して課税）

(2)県内の事業所などにおける使用人などの内、消防団員
　が１名以上いること。

３　控除の内容

　事業税額の２分の１に相当する額を控除（１００万円を限度）
〔消防団員数が使用者などの１割を超える場合は２００万円
を限度〕　

(3)消防団活動について配慮した規定（就業規則など）を
　整備していること。

「 岐阜県消防団協力事業所の支援のための
事業税の課税の特例に関する条例 」を
平成２８年４月１日から施行します。

　岐阜県における消防団員の被雇用者（サラリーマンなど）の割合は、約８０％となっており、被雇用者が消防団

に入団しやすく、活動しやすい環境づくりを行うためには、事業主の消防団活動に対する一層の理解と協力が必

要です。

　岐阜県では消防団の活動に協力する事業所などを有する法人などを支援するため、事業税減税による優遇措

置を導入し、平成２８年４月１日から施行します。

◆照会先　岐阜県危機管理部消防課（消防係）　（☎058−272−1122）または危機管理課（☎23−7736）

広報せき 2016.01



16広報せき 2016.01

　 vol.22

ゆずの香りにつつまれて 報道の現場から考える

 ★イギリスの伝統ある刃物のまち★

刻まれた名前に伝統を感じて（シェフィールド刃物会館）

11月15日〜12月14日にあった市内の話題を中心にご紹介します。

12月4日から10日の人権週間を前に、11月29日、関市人権講演会が開催されました。講師はＴＢＳ報道局特別解説員の杉尾秀哉さん。「人を傷つけるようなことを言ってはいけない」、「インターネットは巨大で強い世界」など、報道の現場に長年携わってきた方だからこそ、情報化社会において人権を守ることの大切さを語っていただきました。

ゆずの産地として有名な上之保地域で、11月21、
22日の 2日間にわたり「第 10 回上之保ゆず祭り」
が開催されました。ほほえみの湯駐車場には、ゆ
ずの足湯やゆず製品を販売するコーナー、ゆず絞
りの体験コーナーなどが設けられ、多くの人でに
ぎわいました。また、ステージイベントでは、上
之保中学校生徒の合唱などが披露されました。

　改めまして、新年明けましておめでとうござい

ます。今年も関市のため、市民の皆さんのために

全力で邁進する決意です。

　昨年 11 月のヨーロッパ視察では、関市・ゾー

リンゲンと並んで「世界の刃物の 3S」と呼ばれ

るイギリス・シェフィールド市も訪問しました。

　シェフィールド市も昔から刃物のまちとして栄

えてきましたが、100 社を越えていた刃物会社が、

現在は 15 社まで減ってしまっていました。中国

などアジアの廉価製品の影響が大きい、という説

明でした。また、技術を持った職人の養成・確保

も課題であり、若い世代の職人のなり手が少ない、

という問題を抱えていました。これについては、

5 年ほど前から若い職人に技術を教える場を、行

政や刃物業界と共同で作っているそうです。

　市内にある刃物会館も見せてもらいました。刃

物業界のトップ「The Master Cutler 」を 1 年ご

とに業界内で選ぶそうですが、壁には約 400 年

前の 1624 年から「The Master Cutler」の名前が

刻まれており、これを見るだけでもシェフィール

ドの歴史と伝統の重みを感じました。

　また、シェフイールド市が再開発した建物の中

にも、新しい刃物ミュージアムがありました。刃

物会館は内向けでしたが、こちらは観光客などの

外向けの展示内容となっていました。映像・写真

などを多く使った展示内容でしたので、見やす

かったですね。

　今後、関市でも刃物のまちの顔となる「刃物

ミュージアム回廊」整備を進めていきますが、今

回のヨーロッパ視察で視察した刃物のまち（フラ

ンス・ティエール、イギリス・シェフィールド）

も参考にしていきます。



17 広報せき 2016.01

12月 13日、クリスマス・スペシャルとして、南米
のフォルクローレ（民族音楽）を楽しむコンサート
が開かれました。ボリビアとペルー出身の 3人か
らなるグループ「ロス・トレス・アミーゴス」が、
個性豊かな音楽を披露。「コンドルは飛んで行く」
といったなじみの曲も含めて、本物のフォルクロー
レを聴くことができました。

クリスマスにすてきな音楽を

日頃の活動の成果を披露

農業の魅力を発見

キウイの里を駆け抜ける

農業体験や農産物の加工体験などを通して、楽しみながら農業の魅力を知ってもらおうと、「関市の農業魅力発見ナビ」が2回にわたり開催されました。12月5日、「円空さといも収穫体験と加工体験」をテーマに、親子を中心とした約20 人が参加。円空さといもの収穫、加工、試食により、農業の楽しさに触れることができ、参加者は大満足の様子でした。

11月 22日、わか
くさ・プラザでは

「きて　みて

体験してみません
か！」を合言葉に、

「ＳＥＫＩい

きいきフェスタ20
15」が開催されま

した。さまざ

まな団体による作
品の展示や体験コ

ーナー、ステー

ジ発表が催され、
日頃の活動を知っ

てもらう絶好

の機会となりました
。また、屋外広場

では飲食物

の販売もあり、多く
の家族連れでにぎ

わいました。

11月29日、恒例の秋のイベント「ほらどキウイマ
ラソン」が開催されました。25 回目となる今年の
大会には市内外から1907人がエントリーしました。
晩秋のさわやかな青空の下、3キロ、5キロ、10
キロのコースごとに順次スタート。ランナーたちは
威勢よく駆けだしていきました。参加賞にはその名
のとおりキウイが配られ、参加者を喜ばせました。
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消
防
出
初
式

　

文
化
会
館
で
式
典
、
車
両
・
人
員
の
市
長

観
閲
を
受
け
た
の
ち
、
津
保
川
河
川
敷
で
消

防
車
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

１
月
11
日
（
月
・
祝
） 

▽
観
閲
＝

　

午
前
10
時
40
分
ご
ろ　

▽
放
水
＝
午
前
11

　

時
45
分
ご
ろ

■
場
所　

▽
観
閲
＝
関
市
文
化
会
館　

▽
放

　

水
＝
松
原
グ
ラ
ン
ド
（
稲
口
）

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

　

６　

23
―
７
７
４
８
）、関
消
防
署
（
☎

23
―
９
０
２
６
）

特
別
展
「
教
科
書
に
載
っ
て
い

る
昔
の
道
具
」

　

小
学
校
の
教
科
書
（
国
語
・
社
会
科
）
に

登
場
す
る
民
具
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　

１
月
５
日（
火
）～
２
月
14
日（
日
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
１
階
・
特
別
陳
列
室
」

【
特
別
企
画　

昔
の
道
具
を
一
緒
に
使
っ
て

み
よ
う
】

▽
日
時　

２
月
７
日
（
日
）　
午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

▽
対
象　

市
内
小
学
生　

※
小
学
生
は
自
由

に
参
加
で
き
ま
す
。

■
照
会
先　

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
25

―
０
５
０
０
）

篠
田
桃
紅
芸
術
月
間
2
0
1
6 

「
桃
紅
の
し
ご
と
　
言
の
葉
」

■
会
期　

1
月
7
日（
木
）～
3
月
27
日（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

■
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
祭
日
の
翌
日

　

※
1
月
11
日
、
3
月
21
日
は
開
館

■
場
所　

関
市
立
篠
田
桃
紅
美
術
空
間

■
内
容　
「
詩
」
を
テ
ー
マ
に
篠
田
桃
紅
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
桃
紅
が
１
０
２

歳
で
制
作
し
た
近
作
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
会
期
中
に
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
作
品
解
説
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
し
ま
す
。

■
照
会
先　

関
市
立
篠
田
桃
紅
美
術
空
間

（
☎
23
―
７
７
５
６
）

「
せ
き
新
人
演
奏
会
」

　

関
市
出
身
の
若
手
演
奏
家
が
集
い
ま
す
。

■
日
時　

１
月
24
日
（
日
）
開
場
午
後
６
時

15
分
、
開
演
午
後
６
時
45
分

■
場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

▽
ソ
プ
ラ
ノ　

山
田
雅
美　

▽
フ

ル
ー
ト
西
村
美
紀
、
ピ
ア
ノ
西
村
卓
将

▽
ヴ
ォ
ー
カ
ル　

妃 

晶
子
、
ギ
タ
ー
・

ヴ
ォ
ー
カ
ル　

林 

祐
詩　

▽
ピ
ア
ノ　

早
川
揺
理

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
主
催　

関
市
文
化
協
会
洋
楽
部

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

関
市
企
業
セ
ミ
ナ
ー

「
簡
単
な
職
場
環
境
の
整
備
で

儲
か
る
会
社
に
な
る
」

　

従
業
員
教
育
の
中
で
、
清
掃
や
片
づ
け
の

徹
底
は
難
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
職
場
環

境
を
整
え
て
こ
そ
生
産
性
の
効
率
は
上
が
り

ま
す
。
職
場
環
境
を
良
く
す
る
手
法
や
、
自

社
で
従
業
員
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
に
つ
い
て
、
掃
除
・
片
付
け
の
プ
ロ
と
し

て
20
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
、
清
掃
業

界
の
カ
リ
ス
マ
的
存
在
と
し
て
、
困
り
事
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
し
た
女
性
起
業
家
が
語
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
25
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分　

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
講
師　

大
津
た
ま
み
さ
ん
（
株
式
会
社
ア

ク
シ
ョ
ン
パ
ワ
ー
代
表
取
締
役
）

■
定
員　

３
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

２
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
商
工

課
（
☎
23
―
６
７
５
３　

23
―
７
７
４

１
）

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
　　　　　
■照会先　生涯学習課　☎ 23-7777

1月5日(火)～1月13日(水)

1月14日(木)～1月17日(日)

高齢者の暮らしの中の絵手紙展

縄文土器作り体験作品展示

広報せき 2016.01関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー

■照会先  
せき・まちかど工房を支援する会 

（本町2丁目29  ☎46-9589）

1月12日（火）～1月17日（日）

1月26日（火）～1月31日（日）

1月19日（火）～1月24日（日）

新春年賀状展 布遊び教室展 

きもの教室作品展 

午前１０時 ～ 午後５時
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関
市
文
化
会
館
・
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト（
１
月
～
３
月
）

　

入
場
無
料
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
1
月
９
日（
土
）  
▽
内
容
＝
三
味
線
演
奏
・

　

唄　

▽
出
演
＝
三
味
線
奏
の
会

■
２
月
６
日
（
土
） 
▽
内
容
＝
弦
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ピ
ア
ノ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

▽

出
演
＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

ブ
ー
レ

■
３
月
５
日
（
土
） 

▽
内
容
＝
フ
ル
ー
ト
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ア
ル

パ
等
演
奏　

▽
出
演
＝
フ
ル
ー
ト
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
「
ラ
ル
ゴ
」

※
各
回
と
も
に
午
前
11
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

文
化
会
館　

市
民
ロ
ビ
ー

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

第
37
回
関
市
新
春
文
芸
作
品
展

　

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
俚
謡
、
狂
俳
、
現

代
詩
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
　

■
展
示
期
間　

１
月
13
日（
水
）～
16
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
初
日
は
正
午
か
ら
。最
終
日
は
正
午
ま
で
。

※
16
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、
一
般
の
部

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
３
階　

第
３
・
４

会
議
室

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

関
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画

（
案
）
説
明
会

　

市
が
取
り
組
み
を
進
め
る
公
共
施
設
再
配

置
に
つ
い
て
、
関
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画

（
案
）
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

▽
２
月
４
日
（
木
）
午

後
７
時
～
８
時
30
分
＝
上
之
保
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
２
―
１
、
２
会
議
室　

▽
２
月
５
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８
時

30
分
＝
武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
大

会
議
室　

▽
２
月
８
日
（
月
）
午
後
７

時
～
８
時
30
分
＝
関
市
役
所
６
階
・
大

会
議
室　

▽
２
月
９
日
（
火
）
午
後
７

時
30
分
～
９
時
＝
板
取
事
務
所
２
階
・

大
会
議
室　

▽
２
月
10
日
（
水
）
午
後

７
時
～
８
時
30
分
＝
ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
プ

ラ
ザ
・
多
目
的
室　

▽
２
月
12
日
（
金
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分
＝
わ
か
く
さ
・

プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▽
２
月
16
日
（
火
）
午
後
７
時
～
８
時

30
分
＝
武
芸
川
事
務
所
３
階
・
大
会
議

室　
　

■
照
会
先　

秘
書
広
報
課
経
営
戦
略
室
（
☎

23
―
７
７
１
０
）

中
小
企
業
向
け
・
新
卒
採
用

セ
ミ
ナ
ー

　

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
新
卒
学

生
の
採
用
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
で
す
。

■
日
時　

１
月
22
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　

関
商
工
会
議
所
２
階

■
内
容　

2
0
1
6
卒
採
用
市
場
の
総
括 

　

お
よ
び
2
0
1
7
卒
採
用
活
動
の
流
れ

　

と
、
中
小
企
業
の
採
用
に
向
け
た
戦
略
に

　

つ
い
て　

■
講
師　

田
中
勲
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
G
‐  

　

n
e
t 

理
事
）

■
定
員　

40
人

■
照
会
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
G
‐
n
e
t （
☎

　

０
５
８
―
２
６
３
―
２
１
６
２
）

岐
阜
県
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
講
演
会
「
高
山
陣
屋
文
書
を
科
学
す
る
」】

▽
日
時　

２
月
６
日
（
土
）　

午
後
１
時
30

分
～
３
時　

▽
場
所　
岐
阜
県
博
物
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

▽
定
員　

１
２
０
人

▽
参
加
費　

無
料

【
け
ん
ぱ
く
教
室
「
ホ
タ
ル
石
を
使
っ
て
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
」】

▽
日
時　

２
月
11
日
（
木
・
祝
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

岐
阜
県
博
物
館
ピ
ロ
テ
ィ

▽
定
員　

30
人

▽
参
加
費　

材
料
費
（
３
０
０
円
）
お
よ
び

入
館
料
（
一
般
３
３
０
円
、
大
学
生
１

１
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
）。

■
申
込
方
法　

１
カ
月
前
（
特
別
企
画
は
２

カ
月
前
）
か
ら
、
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
。
先
着
順
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28
―
３
１

１
１
）

関
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

【
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
】

■
日
時　

２
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
（
現
地
集
合
）

■
場
所　

ひ
る
が
の
高
原
ス
キ
ー
場

■
定
員　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

１
月
８
日
（
金
）
か
ら
「
マ

ー
ゴ
」
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
て
申

し
込
み
。

■
照
会
先　

関
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
☎
０
８
０
―
３
６
３
８
―
９
０
０
８
）

【
市
民
ス
キ
ー
大
会
】

■
期
日　

２
月
14
日
（
日
）

■
場
所　

ひ
る
が
の
高
原
ス
キ
ー
場

■
受
付　

当
日
の
正
午
～
午
後
０
時
30
分
に

ス
キ
ー
場
内
「
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
前
」

■
種
目　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技

（
年
齢
別
・
男
女
別
）

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
照
会
先　

関
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
野
倉
学

（
☎
０
９
０
―
５
１
０
０
―
６
３
２
０
）

関市総合体育館のお知らせ

1月21日（木）午後7時～9時　※登録料要

1月9日（土）午後1時30分～4時　※参加無料
■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

トレーニング機器取扱説明会
1月24日（日）午前10時～11時の部／午前11時～正午の部

※各部100人（申込順）　※屋内用シューズ持参
■申込・照会先　1月5日（火）～20日（水）の間に
関市総合体育館・温水プール（☎23-7762）まで

広報せき 2016.01 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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第
２
回　

鵜
籠
作
り
講
座

竹
細
工
に
挑
戦
し
よ
う
！

　

今
回
の
講
座
は
ヒ
ゴ
か
ら
作
り
、
二
日
間

で
製
品
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

■
日
時　

２
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
） 

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

関
市
円
空
館

■
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ

ー
ク
協
会
竹
部
会

■
定
員　

６
人　

※
中
学
生
以
上
で
、
２

日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

て
決
定
し
ま
す
。

■
受
講
料　

千
円
（
材
料
費
と
し
て
）

■
申
込
方
法　

長
良
川
伝
統
漁
法
保
護
事
業

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
関
市
文
化
財
保

護
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
で 

電
話
（
☎
45
―

0
5
0
0
）

■
申
込
期
間　

１
月
15
日
（
金
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
日
祝
を
除
く
）

■
照
会
先　

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
45

―
０
５
０
０
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座

　

子
ど
も
た
ち
の
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理

す
る
「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」
を
養
成
す
る

講
座
で
す
。

■
日
時　

▽
第
１
回
（
溶
接
）　

１
月
31
日

（
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

▽
第
２
回
（
電
子
回
路
） 　

２
月
28
日

（
日
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

■
場
所　

関
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
、
２
回
と
も

参
加
で
き
る
方
を
優
先
し
ま
す
） 

■
受
講
料　

無
料

■
共
催　

関
お
も
ち
ゃ
病
院 

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
24
―
７
７
７
２
） 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
ブ
ラ
ジ
ル
お

菓
子
講
座

　

ブ
ラ
ジ
ル
風
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓
子
を

作
り
ま
す
。
親
子
で
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
日
時　

１
月
31
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分  

　

～
３
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
料
理
実
習
室
」

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
講
師　

杉
本
ナ
ル
ミ
さ
ん

■
受
講
料　

２
０
０
円

■
申
込
・
照
会
先　

１
月
12
日
（
火
）
午
前

９
時
か
ら
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
秘

書
広
報
課
内
☎
23
―
６
８
０
６
）

春
休
み
期
間
の
み
利
用

留
守
家
庭
児
童
教
室
の
案
内

　

留
守
家
庭
児
童
教
室
の
春
休
み
期
間
の
み

利
用
の
入
室
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
春
休
み
期
間　

３
月
28
日
（
月
）
～
４
月

６
日
（
水
）
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
修
了
式
お
よ
び
始
業
式
の
日
は
利
用
不
可
。

■
開
室
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
６
時
30 

分

■
対
象
児
童　

小
学
１
年
生
～
４
年
生

※
４
年
生
は
３
月
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

※
新
１
年
生
は
対
象
外
で
す
。

■
入
室
要
件　

家
庭
内
ま
た
は
近
隣
に
父
母

以
外
で
児
童
の
世
話
が
で
き
る
祖
父
母

な
ど
が
い
な
い
こ
と
。

①
保
護
者
が
自
宅
外
で
就
業
し
て
い
る
（
１

　

カ
月
に
つ
き
15
日
以
上
、
１
日
４
時
間
以

上
の
勤
務
が
必
要
）

②
出
産
（
予
定
月
と
前
後
１
カ
月
の
み
）

③
就
労
の
準
備
の
た
め
通
学
（
職
業
訓
練
校

な
ど
）　

※
保
護
者
（
父
母
・
祖
父
母
な
ど
を
含
む
）

全
員
の
就
労
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

■
使
用
料　

利
用
時
間
に
よ
り
使
用
料
の
額

が
異
な
り
ま
す
。（
利
用
時
間
は
就
労
時

間
に
よ
り
市
で
決
定
し
ま
す
。）

【
３
・
４
月
分
】

▽
午
後
５
時
ま
で　

４
０
０
０
円

▽
午
後
６
時
ま
で　

５
０
０
０
円

▽
午
後
６
時
30
分
ま
で　

６
０
０
０
円

※
別
途
実
費
負
担
金
（
お
や
つ
代
な
ど
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

１
月
12
日
（
火
）
～
29

日
（
金
）
に
、
所
定
の
申
込
書
に
記
入

の
上
、
子
ど
も
家
庭
課
（
☎
23
―
７
７

３
３
）、
各
地
域
事
務
所
、
西
部
支
所
に

提
出
。

※
申
込
書
は
、
子
ど
も
家
庭
課
、
各
留
守
家

庭
児
童
教
室
、
各
地
域
事
務
所
、
西
部
支

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
４
月
か
ら
の
入
室
申
請
は
受
付
を
終
了
し
ま

し
た
。
５
月
以
降
の
中
途
入
室
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
家
庭
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
関
市
英
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）

　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
英

語
教
育
に
、
意
欲
と
使
命
感
を
も
っ
て
取
り

組
む
、
英
語
が
堪
能
な
外
国
人
の
方
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

２
人
程
度

■
募
集
締
切　

１
月
26
日
（
火
）

■
選
考
試
験　

２
月
16
日
（
火
）

■
照
会
先　

学
校
教
育
課　
（
☎
23
―
８
１

２
６　

 

23
―
７
７
４
７
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

濃
州
関
所
茶
屋
営
業
者

　

濃
州
関
所
茶
屋
で
、
飲
食
販
売
お
よ
び
物

産
品
・
朝
市
の
委
託
販
売
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
募
集
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
募
集
要
領
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
観
光
交
流
課
窓
口
で
入
手

で
き
ま
す
。

■
応
募
期
限　

１
月
18
日
（
月
）
ま
で

■
照
会
先　

観
光
交
流
課
（
☎
23
―
７
７
０

４
）

広報せき 2016.01関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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長
良
川
鉄
道
観
光
列
車「
な
が
ら
」

添
乗
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
募
集

　

長
良
川
鉄
道
は
４
月
か
ら
水
戸
岡
鋭
治
氏

デ
ザ
イ
ン
の
観
光
列
車
を
導
入
し
ま
す
。
そ

の
観
光
列
車
に
添
乗
し
、
す
て
き
な
鉄
道
の

旅
を
エ
ス
コ
ー
ト
す
る
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
職
員

を
契
約
社
員
と
し
て
募
集
し
ま
す

■
勤
務
内
容　

列
車
添
乗
、
観
光
案
内
な
ど

■
雇
用
期
間　

契
約
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

■
勤
務
場
所　

長
良
川
鉄
道
本
社（
元
重
町
）

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

55
分　

※
４
週
７
日
休
日

■
資
格　

高
卒
以
上
で
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
）
が
扱
え
る
方
。
※
要
普
通

自
動
車
免
許

■
応
募
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
申

し
込
み
。
※
求
人
番
号
2
1
0
6
0
―

4
2
9
3
6
5
1

■
照
会
先　

長
良
川
鉄
道
（
株
）（
☎
23
―

３
９
２
１
）
※
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
関
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
（
案
）】　

【
関
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
）】

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
を
提
出
で
き
る
人　

市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
ま
た
は
、
市
内
に
事

務
所
、事
業
所
の
あ
る
方
（
団
体
を
含
む
）

■
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
意
見
を
記
入

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
①
持
参
、
②
郵
送
、
③

フ
ァ
ク
ス
、
④
電
子
メ
ー
ル

※
意
見
の
提
出
様
式
は
自
由
で
す
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
、
意
見
募
集
期
間
終
了
後
に

公
表
し
ま
す
。

※
住
所
・
氏
名
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間　

１
月
28
日
（
木
）
～
２
月
26

日
（
金
）

■
公
表
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
秘
書

広
報
課
、
各
地
域
事
務
所
、
西
部
支
所
、

市
立
図
書
館
で
計
画
（
案
）
を
公
表
し

ま
す
。

■
提
出
・
照
会
先　

秘
書
広
報
課
経
営
戦
略

室
（
☎
23
―
７
７
１
０　

23
―
７
７
４

４　
hishokoho@

city.seki.lg.jp

）

難
病
医
療
福
祉
相
談
会

　

神
経
内
科
・
整
形
外
科
・
膠
原
病
内
科
・

内
分
泌
内
科
な
ど
の
専
門
医
と
相
談
で
き
ま

す
。
ま
た
、
医
療
費
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
就

労
な
ど
の
相
談
の
ほ
か
、
同
じ
病
気
の
仲
間

と
の
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
～
３
時
）

■
場
所　

各
務
原
市
総
合
福
祉
会
館
３
階

（
各
務
原
市
那
加
桜
町
）

■
費
用　

無
料
（
予
約
不
要
）

■
照
会
先　

岐
阜
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

難
病
生
き
が
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

（
☎
０
５
８
―
２
１
４
―
８
７
３
３
）

税・料の納付

月1
市県民税

国民健康保険税
保育料
住宅使用料
介護保険料

後期高齢者医療保険料
納付期限：2月1日（月）

モ
ノ
コ
ト
教
室

　

外
国
人
観
光
客
の
た
め
の
「
お
も
て
な
し

英
会
話
」
活
動
の
基
本
英
会
話
を
学
ぶ
、
初

心
者
ク
ラ
ス
で
す
。

◆
日
時　

第
３
日
曜
日
（
１
月
17
日
、
２
月

21
日
、３
月
20
日
、４
月
17
日
の
計
４
回
）

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

◆
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ「
学
習
情
報
館
」

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

４
千
円

◆
申
込
方
法　

興
味
の
あ
る
方
は
、
１
月
13

日
（
水
）
ま
で
に
、
代
表
・
近
藤
へ
メ
ー

ル
（info@

m
onokoto-class.com

）

を
送
信
く
だ
さ
い
。

　

※
件
名
は
「
お
も
て
な
し
英
会
話　

初
心

者
ク
ラ
ス
参
加
希
望
」
と
し
て
、
名
前
、

年
齢
、
英
会
話
学
習
の
有
無
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

市
民
掲
示
板
の
申
込
・
照
会
先
は
秘
書
広
報

課
（
☎
23
―
６
８
０
６
）
ま
で

会員
募集

1月10日（日）
2月7日（日）
午前9時～正午
市民課・国保年金課・
生活環境課に係る手続き

1・2月の
市役所

休日窓口開設

■照会先 市民課 
                   ☎23-7700
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入
札
等
参
加
資
格
申
請
受
付

　

平
成
28
・
29
年
度
の
競
争
入
札
等
参
加
資

格
申
請
書
（
指
名
願
）
を
次
の
と
お
り
受
付

し
ま
す
。
市
の
物
件
の
買
入
れ
、そ
の
他（
委

託
な
ど
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
受
託
、
受
注
、

納
品
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
受
付
期

間
内
に
申
請
書
を
、
契
約
検
査
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
建
設
工
事
（
小
規
模
な
修
繕
を

含
む
）
お
よ
び
調
査
・
測
量
・
設
計
な
ど
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

直
接
（
公
財
）
岐
阜
県
建
設
研
究
セ
ン
タ
ー

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

２
月
１
日（
月
）～
29
日（
月
）

※
郵
送
可
（
29
日
消
印
有
効
）

■
提
出
書
類　

関
市
競
争
入
札
等
参
加
資
格

申
請
書
ほ
か

■
そ
の
他　

申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

契
約
検
査
課
（
☎
23
―
７
７
１

７　

23
―
７
７
４
７
）

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
指

定
の
申
請
を
受
付
し
ま
す

　

平
成
28
・
29
年
度
の
学
校
給
食
用
物
資（
野

菜
や
肉
類
、
加
工
品
類
な
ど
）
の
納
入
を
希

望
さ
れ
る
業
者
は
、「
関
市
学
校
給
食
用
物

資
納
入
業
者
指
定
申
請
書
」
を
、
期
間
内
に

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
提
出
期
間　

１
月
25
日
（
月
）
～
２
月
12

日
（
金
）

■
提
出
書
類　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
定
め

た
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
指
定
申

請
書
ほ
か

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

新
規
に
参
入
を
希
望
さ
れ
る
業

者
は
、
事
前
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
☎

22
―
３
５
８
８
）

教
育
委
員
に
井
藤
さ
や
か
さ
ん

を
再
任

　

教
育
委
員
の
井
藤
さ
や
か
さ
ん
（
武
芸
川

町
高
野
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
27
年
12
月
21
日
か
ら
平
成
31
年
12
月
20

日
で
す
。

■
照
会
先　

教
育
総
務
課
（
☎
23
―
７
７
２

２
）

１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
際
に
は
、
多
く
の
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
住
民
の
自
主
的
な
防

災
活
動
が
行
わ
れ
、
復
旧
に
あ
た
り
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
毎
年
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
日
」、
１
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
も
、
炊
き
出
し
、
救
援
物
資
の
配

布
、
が
れ
き
の
撤
去
、
子
ど
も
の
遊
び
や
学

習
支
援
、
高
齢
者
へ
の
傾
聴
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
幅
広
い

支
援
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、「
手
伝
い
た
い
」、

「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
防
災
訓
練
な

ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

品目 単位 価格 先月比

キャベツ 1 玉 136 円 △ 77 円

大根 1 本 107 円 △ 54 円

牛肉（ロース）スライス 100 ㌘ 965 円 20 円

牛乳 紙パック 1㍑ 218 円 5円

食パン スライス 1斤 166 円 △ 7円

食用油 キャノーラ油1000㌘ 254 円 △ 47 円

LPG 5 立方㍍ 4,542 円 △ 17 円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:12 月 1日）

（価格は消費税込み）△印＝マイナス

12月の平均小売価格

広報せき 2016.01関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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第
10
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
現
在
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
１
人
に
対
し
て
、
特
別
弔

慰
金
（
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
未

請
求
の
方
は
、
福
祉
政
策
課
ま
た
は
各
地
域

事
務
所
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
１
月
以
降
に
申
請
さ
れ
る
際
に
は
、

請
求
者
の
個
人
番
号
の
記
入
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
申
請
の
際
に
は
、
請
求
者
の
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
等
の
提
示
に
つ
い
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者
の
順
番　

①
平
成
27
年
４
月
１
日

ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方　

②
戦
没
者
な
ど
の
子　

③ 

戦
没

者
な
ど
が
死
亡
当
時
、
戦
没
者
な
ど
と

生
計
を
共
に
し
て
お
り
、
平
成
27
年
４

月
１
日
の
基
準
日
時
点
で
氏
を
変
え
る

婚
姻
・
養
子
縁
組
を
し
て
い
な
い
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹　

④
前
記
③

以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹　

⑤
前
記
①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等

以
内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
を
有
し

て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

■
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
の
記
名
国
債

（
年
５
万
円
５
年
償
還
）

■
請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
７
７
３

５
）
ま
た
は
各
地
域
事
務
所
住
民
福
祉
係

１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、
現
存
す
る
世
界

最
古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂

で
火
災
が
起
き
、
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
し
た

日
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
１
月
と
２
月
が
１

年
で
最
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
毎
年
１
月
26
日
を
『
文
化
財

防
火
デ
ー
』
と
定
め
、
全
国
的
に
文
化
財
防

火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
関
係
機

関
や
文
化
財
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住

民
と
の
連
携
や
協
力
が
必
要
で
す
。
郷
土
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
み
ん
な
で
守

り
未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

　　月の
ごみ収集量を
お知らせします

可燃ごみ 1,230,720 キロ （+97,860 キロ ）

不燃ごみ 90,020 キロ （△ 8,400 キロ ）

粗大ごみ 4,730 キロ （ △ 2,540 キロ ）

合　　計 1,325,470 キロ （+86,920 キロ ）

※（　　）は前年同月比

11

わたしの一枚

関市立篠田桃紅美術空間

会　　期：1月7日（木）〜3月27日（日）
関市役所・北庁舎７階　☎23-7756
開館時間：午前9時～午後4時30分
休   館  日：月曜日、祝祭日の翌日 
※桃紅が 102歳で制作した近作も
　ご覧いただけます。

「篠田桃紅芸術月間　
  2016桃紅のしごと  言の葉」

わたしにとって、とても心に残るもの
だった。まるで何百年もの時の層が積み
重なっているみたいだった。

（平成 27年 6月、わかくさ・プラザにて開催
「篠田桃紅作品展」の来館者アンケートより。

10代女性）

毎月１点ずつ、
さ ま ざ ま な
ジャンルの方
に、篠田桃紅
の作品につい
て語ってもら
います。

篠田桃紅　《時間》　1958年
(現在この作品は展示していません)

広報せき 2016.01 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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ま
ご
こ
ろ

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
多
大
な
る
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
平
成
27
年
３
月
～
11
月
分
、
敬
称
略
、

寄
付
日
順
）

▽
㈱
丸
三
＝
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
（
関
商
工
高
校

教
育
振
興
の
た
め
）

▽
下
有
知
小
学
校
昭
和
19
年
卒
業
生
一
同
＝

６
１
８
３
８
円
（
高
齢
者
福
祉
の
た
め
）

▽
Ｊ
Ｕ
岐
阜
中
濃
支
部
関
ブ
ロ
ッ
ク
＝
８
６

５
３
５
円
（
交
通
遺
児
助
成
の
た
め
）　

▽
旭
ヶ
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
＝
冊
子
「
関
の
む

か
し
話
」
４
６
０
冊　

▽
ピ
ア
ゴ
関
店
＝
５
１
１
５
３
円
（
環
境
保

全
の
た
め
）

▽
関
山
草
会
＝
５
千
円（
社
会
福
祉
の
た
め
）

▽
西
紀
会
＝
４
０
１
０
０
円
、
４
４
０
０
０

円　

※
２
回
に
わ
た
り
寄
付
（
児
童
福

祉
の
た
め
）

▽
濃
風
会
＝
１
万
円
（
各
５
千
円
）　

※
２

回
に
わ
た
り
寄
付
（
社
会
福
祉
の
た
め
）

▽
ア
サ
ヒ
会
＝
１
２
３
５
０
円
（
高
齢
者
福

祉
の
た
め
）

▽
（
株
）
光
製
作
所
＝
１
０
０
万
円
（
青
少

年
健
全
育
成
の
た
め
）

▽
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
（
株
）
東
海
・
長
野
カ

ン
パ
ニ
ー
＝
２
６
６
０
円
（
環
境
保
全

の
た
め
）

▽
本
郷
町
子
供
会
＝
２
千
円
（
社
会
福
祉
の

た
め
）

▽
美
容
室
し
ろ
う
＝
１
万
円
（
社
会
福
祉
の

た
め
）

▽
関
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
＝
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

セ
ッ
ト　

19
セ
ッ
ト
（
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

普
及
の
た
め
）

▽
友
Ｕ
＆
Ｉ
愛
＝
ウ
ク
レ
レ
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ

な
ど
楽
器
27
点
（
児
童
福
祉
の
た
め
）

▽
関
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
＝
５
万
円
（
教
育

振
興
の
た
め
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
限

は
１
月
29
日
ま
で
で
す

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
申
請
期
限
が
迫

っ
て
い
ま
す
。申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
給
付
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
最
終
提
出
期
限　

１
月
29
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
。

■
提
出
先　

福
祉
政
策
課
ま
た
は
各
地
域
事

務
所

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
７
７
３

　

５
）

今も、身の回りのことは自分でこ
なし、毎朝新聞を読み、ちょっと
した散歩が日課だそうです。ご
近所で赤ちゃんが生まれると、
吉二さんの長寿にあやかり、抱
っこしてほしいと頼まれることも。
いつまでもお元気で。

照会先　高齢福祉課（☎２３－７７３０）

長屋　吉二さん

1月の市民天体観望会

1月のプラネタリウム投影 

日　 時
テ ー マ
定　 員
参加方法

料 金

日　 時

テ ー マ
定　 員
料 金

1月23日（土）　午後6時30分～8時　※開始時間がいつもと違います。
「月と冬の星座を見よう」

100人（定員に達し次第締め切り）
予約不可。受付入場開始は午後6時から。
雨天時は、プラネタリウムでのテーマ解説のみとなります。
中学生以下の方の参加は保護者同伴。
一般300円、中学生以下無料、各種割引制度あり

1月23日（土）、24（日）
①午前10時　②午前11時10分　③午後1時30分　④午後3時

「冬の星座」
各回100人（定員に達し次第締め切り）
一般300円、中学生以下無料　※各種割引制度あり

照 会 先 まなびセンター（☎23-7760）

学習情報館3階・まなびセンター

学習情報館3階　コスモホール

関市の人口
（12月1日現在）

 90,976 人（▽ 27 人）

男 44,389 人（▽16 人）

女 46,587 人（▽ 11 人）

世帯数  34,591 世帯（+11 世帯）

※（　）は前月比　

ケーブルテレビ・チャンネル長良川 

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち　1月号

ぎふチャンラジオ1431kHz 

関市の時間（毎月第1・3水曜日）

午前9時40分～

放送
時間

テーマ

月 曜 日
金 曜 日
土 曜 日

:
:
:

12時30分 ～ 12時45分
12時 ～ 12時15分
19時45分 ～ 20時

「日本刀　その魅力と秘密」

1/  6 : 篠田桃紅美術空間企画展
1/20 : 平成28年度関市ＡＥＴ募集

広報せき 2016.01関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ



1月20日（水）
午後2時～3時30分

1月27日（水）
午後1時30分～3時

1月30日（土）
午後1時30分～3時

わかくさ・プラザ学習情報館
2階「ギャラリー」

わかくさ・プラザ学習情報館
3階「3-2研修室」

わかくさ・プラザ総合福祉会
館3階「会議室」

30人
30人

80人一般
一般

一般

田中 耕さん

（中部学院大学看護リハビリ

テーション学部看護学科教授）

小島 和貴さん

（中部学院大学准教授）

木下 聡さん

（東京大学史料編纂所特任研

究員・東京大学博士（文学））

いつも私たちは病原体の危

険にさらされています。

インフルエンザなどの感染

症について学び予防しま

しょう。

法が変わることによって私

たちの生活も変化します。

今回は、日本の憲法を事例

として、戦前と戦後の社会

と暮らしについて考えてみ

たいと思います。

織田信長以外にも、美濃で

重要な役割を果たした子の

信忠・孫の秀信など、織田

一族と美濃との関係につい

て見ていきます。

感染症はどうすると予防できるか
＜中部学院大学シリーズ その9＞

美濃と織田氏

＜寺だ！織田だ！巻物だ！③＞

私たちの生活と法
―憲法を手がかりとして―
＜中部学院大学シリーズ その10＞

日　時 日　時 日　時

場　所 場　所 場　所

講　師 講　師 講　師

対　象
対　象

対　象定　員
定　員

定　員

内　容
内　容

内　容

24-2525

桜本町2 丁目 1月の休館日 １日(金)、２日(土)、３日(日)、４日(月)、１２日(火)、１８日(月)、２５日(月)

24-2529

若草通2 丁目 1月の休館日 1日（金）～4日（月）、18日（月）、25日（月）

※行事・日時など一部変更されることがあります。1月の主な行事

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

９日 ( 土 ) 市民ロビー アフタヌーンコンサート　三味線奏の会「三味線演奏・唄」 午前１１時

1 ０日 ( 日 ) 大ホール 平成２８年関市成人式 午後１時

11 日 ( 月・祝 ) 大ホール 関市消防出初式 午前９時３０分

１３日（水）
～１６日（土） 第３・４会議室 第3７回関市新春文芸作品展

（１６日　表彰式　午前１０時）
午前９時

（初日のみ正午）

１７日 ( 日 ) 大ホール 第４１回民踊まつり 午前９時３０分

２１日（木） 大ホール 旭ヶ丘中学校　学校文化の日 午後 0 時４５分

２２日（金） 大ホール 平成２７年度　緑ヶ丘中学校合唱発表会 午前９時

２３日（土） 大ホール 桜ヶ丘中学校合唱祭 午前９時

２４日（日） 小ホール 関市文化協会洋楽部　せき新人演奏会 午後６時４５分

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日、日曜日：午後2時～2時30分／9日・10日・16日・17日（読書の日）・23日・24日
木曜日：午前10時30分～11時／14日（2～3歳児対象）、21日（0～1歳児対象）、
　　　  28日（2～3歳児対象）
読み手：かみふうせん、どんぐり、てくてく、図書館職員

場　所

日　時1月の
おはなし会

1月の
おはなし会

図書館イベントは“参加費無料”です。図書館カウンターまたは電話、FAX、E-ma i lでお申

し込みください。  ☎24-2529  23-7780   l ib@city.seki .gifu. jp図書館イベント参加者募集

有料

3月12日(土)

第255回 市民の劇場

新生WADAIKO TAO
【TATAKIMAKURE】

開場時間
開演時間
全席指定

午後3時30分
午後4時
5,000円（税込） 好評発売中！

午後1時30分
午後２時
1,500円

洞戸ふれあいセンター多目的室
開場時間
開演時間
全席指定

3月13日(日)

洞戸・板取地域市民の劇場

「板取川ほほえみ寄席」
月亭八方一門会

図書館臨時休館のお知らせ
　関市立図書館（分館・分室を含む）は、２月２日（火）から５日（金）まで、
蔵書点検のため休館します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。

会　場

1月27日
発売開始
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しあわせ ヘルス だより

関市保健センター
☎ 24-0111

照  会  先
武芸川保健センター

☎ 46-2899
洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020
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第24回歯科衛生士、第３回歯科技工士

再チャレンジ・スキルアップ研修会

せき＊企業対抗ミリオンウオーキング表彰式・健康講

演会「食育のすすめ～大切なものを失った日本人～」

せき＊しあわせヘルスマイレージ
事業の協賛企業を募集しています

sekiフィットネススタジオ（1月）

　昨年度に引き続き、市民の健康づくりを応援いただけ
る多くの企業からの協賛を募集しています。
　協賛していただいた場合には、作成するポスターに健
康づくり応援隊として企業名を入れさせていただきます。

　せき＊企業対抗ミリオンウオーキング表彰式と健康
講演会を行います。
　家庭でも友達・恋人同士でも、コミュニケーション
の仲立ちをするのが『食』です。人の心も体も良くし、
育むのが本来の『食』の役割ですが、現在はそれが崩
れてきています。講演を聞いて、『食』の重要性をもう
一度確認しましょう。

　運動を始めてみたい方へ。今月のメニューはこれ！

せき＊しあわせ ヘルスマイレージ対象事業 1P

せき＊しあわせ 
ヘルスマイレージ
対象事業 3P

【せき＊しあわせヘルスマイレージ事業とは？】

予防接種による症状への
医療費などの支給について

申請・届出時に
マイナンバーの記入を

　１月以降に保健センターで手続きをするもので、次のも
のについては個人番号（マイナンバー）の記入が必要にな
りますのでご注意ください。

・養育医療費の給付申請
・妊娠の届出、母子健康手帳の交付

日 時

講 師

場 所
定 員

参 加 費

日 時
内 容

そ の 他
申込方法

締 切
照 会 先

会 場

照 会 先

日 時

場 所
内 容

対 象
定 員
受 講 料

◆

◆

◆
◆

◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆

◆

◆

◆
◆

◆
◆
◆

2 月 11 日（木・祝） 
▶表彰式　午後 1 時 30 分〜 2 時
▶健康講演会　午後 2 時〜 3 時 30 分

服部幸應 さん
（医学博士 /

学校法人服部学園
 服部栄養専門学校 
理事長・校長）

わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」
350 人（当日先着順）
※会場が満席になり次第、入場を制限します。
無料

1 月 14 日 ( 木 ) 午後 1 時〜 3 時 30 分
復職のための講義や実習

《歯科衛生士向け研修》
《歯科技工士向け研修》

就職を希望する方には、就職先を紹介します。
住所・氏名・電話番号・職種などを明記の上、
FAX またはメールで申し込みください。
1 月 8 日 ( 金 )
岐阜県歯科医師会事務局　
担当：川瀬・後藤（☎ 058-274-6116( 代表 ))
岐阜県歯科医師会館（岐阜市加納城南通り 1-18）
　

独立行政法人医薬品医療機器総合機構
（救済制度相談窓口）（☎ 0120-149-931、または

☎ 03-3506-9411（有料））

1 月 27 日（水）
午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
関市保健センター
コアトレーニング

（インナーマッスルを鍛えて、気になるお腹
まわりをスッキリさせます）
関市民の方
30 人程度　※予約不要
無料

◆昨年度協賛企業実績　54 社
◆昨年度賞品数　265 個
※抽選は平成 28 年 4 月を予定しています。
※申し込みは関市保健センターまで。

　がん検診やウオーキング事
業など、健康づくり事業に参
加し、ヘルスマイレージポイ
ントを貯めていただく事業で
す。30 ポイント貯まると応
募でき、応募者の中から抽選で、健康づくりに関するグッ
ズや商品券、飲食券などの「ごほうび」が当たります。

　平成 25 年 3 月 31 日までに、市町村の助成により、
子宮頸がんワクチン（ヒトパピローマウイルスワクチ
ン）、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンのいずれ
かを接種した方のうち、接種後に何らかの症状が生じ、
医療機関を受診した方は、接種との関連性が認定され
ると、医療費・医療手当が支給される場合があります。
該当する方は、具体的な請求方法などについて、独立
行政法人医薬品医療機器総合機構の救済制度相談窓口
に至急お問い合わせください。
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日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

1/1 平 岡 医 院（武芸川町谷口 ☎ 46-3027）堀 田 歯 科 医 院（貸 上 町 ☎ 22-2111）

2 桜 台 医 院（桜 台 1 丁 目 ☎ 24-4100）本田歯科クリニック（西 木 戸 町 ☎ 24-6480）

3 こがねだ診療所（上 白 金 ☎ 28-6366）間 宮 歯 科 医 院（片 倉 町 ☎ 22-1159）

10 藤井クリニック（市 平 賀 ☎ 25-0303）やたべデンタルクリニック（十 三 塚 南 ☎ 25-2050）

11 兼村こどもクリニック（東 貸 上 ☎ 25-0611）和 田 歯 科 医 院（旭ヶ丘2丁目 ☎ 23-8818）

17 関 中 央 病 院（平成通2丁目 ☎ 22-0012）山 田 歯 科 医 院（緑ヶ丘2丁目 ☎ 24-3818）

24 川 村 医 院（西 田 原 ☎ 22-2174）博 愛 歯 科 医 院（武芸川町高野 ☎ 46-2020）

31 岩橋クリニック（北福野町1丁目 ☎ 23-5625）森 歯 科 医 院（富 之 保 ☎ 49-2761）

1
月
の
休
日
診
療
当
番

※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）岐阜県広域災害救急医療情報システム（http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/）

こころの健康相談

成人健康相談

●日時・場所　
　1月12日（火）午後1時20分～3時45分
　関市保健センター
●相談員　専門医師、保健師
●予約先 　関市保健センター ( ☎ 24-0111)
　　　　   関保健所（☎ 33-4011）
　うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどで
　お悩みの方ご相談ください。

●日 時
　 1 月 2 8 日（ 木 ）午 前 9 時 3 0 分 ～ 1 1 時
●場所　関市保健センター
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体

脂肪測定、保健師・栄養士による相
談（栄養士の食生活相談は予約が必
要です。）

●照会先　関市保健センター（☎ 24-0111）

　１月７日（木）　関市役所（若草通）

　   １月２６日（火）　

　   １月８日（金）　中濃厚生病院（若草通）

　9:30 ～ 12:00　13:30 ～ 16:00

　9:30 ～ 12:00　13:30 ～ 16:30

　中濃消防組合（西欠ノ下）　9:30 ～ 12:00
　関警察署（下有知）　13:30 ～ 16:00

☆３日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は
　採血できません。ご注意ください。

1・2 月の関市健診

― あなたが 届ける 命のバトン 献血 ―

献血にご協力を

▼ 母子健康手帳をお持ちください。 ▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

・予約が必要です。定員に達している場合は、ご了承ください。・★マークの検診には託児があります。ご希望の方は、予約時にお申し込みください。
▼注意事項　受診時は、受診券（白色のはがき）と健康手帳（緑色のファイル）をご持参ください。健康手帳は、初めて受診された方に関市指定医療機関または各保健センター

でお渡しします。（受診券が届かない場合は、保健センターへご連絡ください。）
※当初の予定に加え、乳・子宮がん検診の日程を追加いたしました。

種  別 場所（対象地域） 日 時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

関市保健センター（関） 毎週（火） 10:30 ～ 11:15 母子健康手帳の交付・妊婦健診受診券の交付
妊娠中の健康についてのお話。ご都合が悪い場合は、ご連絡の上
保健センターの開庁時間内（8:30 ～ 17:15）にお越しください。

（☎ 0575-24-0111）
その他保健センター 予約制

はじめての
子育て教室 関市保健センター（全地域） 29 日（金） 19:00 ～ 21:00 赤ちゃんをお風呂に入れる実習（沐浴）、パパの妊婦

体験、赤ちゃんの泣いたときの対応（予約が必要）
すこやか相談 関市保健センター（全地域） 14 日（木） 13:00 ～ 医師による発育・発達相談（予約が必要）

子どもの心の相談 関市保健センター（全地域） 13 日（水）   9:00 ～ 心理相談員によることばやこころの相談（予約が必要）

乳幼児
健康相談

関市保健センター（関） 26 日（火） 13:00 ～ 14:00

身体計測
保健師、栄養士による育児相談（予約不要）

武芸川保健センター（武芸川）   7 日 ( 木 ) 10:30 ～ 11:30､
13:30 ～ 14:30

洞戸ふれあいセンター（洞戸） 21 日 ( 木 )   9:30 ～ 11:00
板取保健センター（板取）   8 日 ( 金 )   9:30 ～ 11:00

健診場所 月　日 時　間 肺・胃・大腸がん 乳がん・子宮がん★ 骨粗しょう症★

関市保健センター

1 月 15 日 ( 金 )   8：30 ～ 10：30 〇
1 月 18 日 ( 月 ) 13：00 ～ 15：00 　 〇
2 月   2 日 ( 火 ) 13：00 ～ 15：00 〇
2 月 13 日 ( 土 )   8：00 ～ 11：00 〇
2 月 24 日 ( 水 )   9：00 ～ 11：00 〇

2 月 29 日 ( 月 ) ※ 13：00 ～ 15：00 〇
武芸川保健センター 1 月 18 日 ( 月 )   9：00 ～ 11：00 〇 〇

　せき＊しあわせヘルスマイレージ対象事業（２Ｐ）

毎年、血液が不足しないよう、若い時から献血のご協力をお願いします！

「はたちの献血キャンペーン」
期間  1 月 1 日～ 2 月 29 日の 2 カ月間　標語  「二十歳が救う　命のリレー」

1月の妊婦教室・乳幼児相談

広報せき 2016.01



●福祉総合相談（☎22-0372）
　各日とも午後1時30分～3時30分
　関 毎週土・日曜日（1月2、3日は休業）総合福祉会館1階「1-1相談室」
　洞戸　  8日（金） 板取　7日（木）
　武芸川 19日（火）  武儀 15日（金）
　上之保 26日（火）
●生活困窮に関する相談 （☎21-1001）※電話予約が必要
　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※月曜日は午後5時まで　総合福祉会館１階「生活支援相談室」
●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）

　 ▼  5日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」　
●心の健康相談（☎21-5566）※事前予約が必要

　 ▼18日（月）午後2時～、3時10分～、4時20分～（1日3人まで）
　かざぐるまサポートセンター（稲口774-1）
●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）

　 ▼17日（日）午前10時～正午 総合福祉会館1階「生活訓練室」
●家庭児童相談（☎23-2296）
　月～金曜日（祝日を除く） 午前9時～午後4時
　総合福祉会館1階「家庭児童相談室」
●母子父子寡婦・女性相談（☎23-2296）
　月～金曜日（祝日を除く） 午前9時～午後4時
　総合福祉会館1階「児童母子福祉センター」
●ＤＶ電話相談（☎25-1489）
　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会
●まちの保健室（☎24-0111）

　 ▼24日（日）午前11時～午後1時　総合福祉会館1階「生活訓練室」

日 関　地　区 武芸川地区
1/1 シ ン エ イ 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 1 7 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

2 堀 内 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 2 8 8 0 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

3 石 田 水 道 （ 各 務 原 市 ☎ 058-384-0312） 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

4 ユ タ カ 設 備 （ 寺 内 町 ☎ 2 2 - 9 3 8 5 ） 井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

5 山 中 工 務 店 （ 小 瀬 ☎ 4 6 - 8 1 1 6 ） 武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

9 長 沼 水 道 工 業 所 （ 本 町 4 丁 目 ☎ 2 2 - 0 2 0 5 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

10 早 川 水 道 工 業 （ 明 生 町 5 丁 目 ☎ 2 2 - 2 8 9 5 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

11 中 濃 温 水 サ ー ビ ス （ 西 神 野 ☎ 2 9 - 0 2 3 1 ） 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

16 関 水 道 工 業 （ 北 福 野 町 1 丁 目 ☎ 2 2 - 9 3 2 8 ） 井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

17 上 田 水 道 工 業 所 （ 貸 上 町 ☎ 2 2 - 5 6 3 2 ） 武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

23 沼 田 水 道 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 0 1 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

24 三 和 住 宅 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 4 - 0 8 8 5 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

30 兼 松 工 業 （ 本 郷 町 ☎ 2 2 - 7 0 6 5 ） 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

31 マ エ ノ 設 備 （ 池 尻 ☎ 2 2 - 8 2 3 0 ） 井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区
1/1 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ） 松波水道ポンプ工業所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

2 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ） 協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

3 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ） 吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

4 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ） 後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

5 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ） ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

9 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ） 美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

10 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787） ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

11 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ） 吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581-36-3847）

16 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ） ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

17 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ） ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

23 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ） 松波水道ポンプ工業所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

24 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ） 協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

30 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ） 吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

31 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787） 後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

1月の水道当番

1月の
各種無料
相談案内

●教育相談

（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）

　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）

　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）

●婚活サポートセンター（☎23-7776）

　中央公民館（わかくさ・プラザ内）

　 ▼15日（金）午後1時～3時30分

　 ▼  9日（土）・24日（日）午前9時～11時30分　

　洞戸ふれあいセンター（ほらどキウイプラザ内）および武儀生涯学習センター

　 ▼24日（日）午前9時～11時30分

●高齢者相談

（中央第１☎23-0660、中央第２☎23-5320、中央第３☎28-2208、

　中央第4☎24-8580、東☎40-1237、西☎45-1007）

　月～土曜日 午前9時～午後5時

　中央第1～第4・東・西の各地域包括支援センター

●内職就業相談（☎24-6767）

　毎週木曜日　午前10時～午後3時　アピセ・関（平和通7）

●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）

　20日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム「相談コーナー」

●消費生活相談（☎23-6752）

　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時

　商工課（消費生活相談室）

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日に電話予約（午前8時30分～市民課・先着8人）

　 ▼14日（木）・21日（木）・28日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●行政相談（☎23-6706）

　 ▼  7日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階「1-1相談室」 

●行政書士による許認可手続相談（岐阜県行政書士会　☎058-263-6580）

　 ▼19日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●不動産に関する相談（☎23-6706）

　 ▼12日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」

各老人福祉センター
相談室

※年末年始期間は休業とな

る場合がありますので事

前にご確認ください。

本誌は再生紙を利用しています。

発行／岐阜県関市　編集／秘書広報課　〒 501-3894 関市若草通 3 丁目1番地　☎ 0575-22-3131　　 0575-23-7744

E-mail hishokoho@city.seki.lg.jp　ホームページ http://www.city.seki.lg.jp/
「広報せき」は、ボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある方に音訳（朗読）テープと点字による広報をお届けしています。

広報せき　No.1659　2016.1

｝

　2015 年 関市の主な出来事 ･･･P4,5

関市の宝です（板取めばえ保育園の園児と名もなき池）


